
JEEDと東京電力・東北電力・JR東日本との
基幹インフラを支えるエネルギー分野の人材育成・創出に向けた包括連携協定について

課題

●電力需要の増加
●重要インフラ設備の老朽化への対応や災害
対応力強化の必要性の高まり

●技術者不足や人材の高齢化、技能継承の停滞

●若年人口減少による人材確保の困難化
●教育設備や指導人材の不足により自社
での人材育成が困難（特に中小企業）

企業や業種の枠を超えた
新たな人材育成体制構築の必要性

エネルギー（電気）分野には上記のような喫緊の課題がある中で、電力会社と鉄道会社、JEEDが連携し、各者が有する高
度な現場技術や教育資源、ネットワーク、職業訓練のノウハウなどの強みを融合することで、業種の枠を超えた新たな人材
育成の枠組みを構築するとともに、各地域の中小企業等に実践的な教育訓練機会を提供することが可能となる。

連携の趣旨

基幹インフラを支える次世代の人材を育成することによって、安心・安全なくらしを実現

※ 本取組は、「日本成長戦略」（2026年７月21日閣議決定）における「エネルギー等の戦略分野等における人材育成のため、産業界とJEEDが協働した
人材育成プロジェクト」の一環として実施するものです。

○エネルギー（電気）分野の職業訓練カリキュラム開発
○在職中の方を対象としたスキルアップのためのエネルギー
（電気）分野の職業訓練の実施

○３社が保有する発・受変電設備、施設を活用した職業訓練指導員への実地研修
○エネルギー（電気）分野の仕事理解のための職場見学
○就業促進に向けた情報交換・ネットワークの構築

具体的な取組内容

○主に中小企業等を対象とした多様な職業訓練
サービス

○ものづくり人材育成に関するノウハウ
〇幅広い専門性を持った職業訓練指導員
○全国規模の教育訓練ネットワーク

○東日本エリアのくらしを支える地域のネットワーク
○実践的かつ高度な現場技術
○安全性・信頼性を確保・向上するためのノウハウ
○見学等が受け入れ可能な発・受変電設備、施設

各者の強み


